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序 文

高岡町は、宮崎市の近郊に位置し、大規模な諸開発の増加が予想されます。高岡町教育委員会では、これ

らに対応するため、調査体Fllを整えるとともに、1991・ 1992年度に実施した町内遺跡詳細分布調査の結果を

もとに、開発に伴う遺跡の確認を目的とした町内遺跡発掘調査を実施しております。本書は、1996年度に実

施したそれらの調査の報告であります。この調査が、開発と埋蔵文化財の保存とが共存しうるきっかけにな

ることを希望します。

最後に、調査に御協力頂いた諸関係機関や地権者の方々に深く感謝申し上げます。

1997塗F3月

高岡町教育委員会

教育長 篠原 不日民
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例 言

1.本書は、高岡町教育委員会が文化庁・宮崎県教育委員会の補助を受けて実施した町内遺跡発掘調査の報

告書である。

2.調査は下記の体制でおこなった。

調査主体

教  育  長

社会教育課長

社会教育課長補佐

兼社会教育係長

庶務担当 社会教育係 主  査

調査担当 同   係 主任主事

同   係 主  事

調査指導 県 文 化 課 主  査

高岡町教育委員会

篠 原 和 民

小 谷 清 男

梅 元 利 隆

春 口 洋 子

島 田 正 浩

今 城 正 広

永 友 良 典

3.調査ならびに報告書作成にあたつては

(以上同係埋蔵文化財調査室)、 の協力を得た。

4.本書に使用した地形図の縮尺は、第10・ 11図以外はすべて 1万分の 1である。

5,本書の編集は島田がおこなった。

図版 1 作業風景

-4-



次目

I はじめに ………………………………………………………………………………………………………… 7

1高岡の環境 …………………………………………………・…………………………………………………… 9

a自 然環境 ・………………………………………………・……………………………………………………。9

b歴史的環境 …………………………………………………………………………………………………… 9

2調査の目的・……………………………………………………………………………………………………・・ 13

a高岡の開発について '………………………………………………………………………………………… 13

b今年度の開発事業における対応について 。………………………………………………………………… 14

Ⅱ 確認調査 …………………………………………………………………………………………………………・ 15

1東高岡地区 ………………………………………………………………………………………………………Ⅲ17

a荒平第 2遺跡 中………………………………………………………………………………………………。17

2高浜地区・………………………………………………………………………………………………………・・ 18

a小 ナ 田 遺 跡
… … … … ・・ …

¨
… … … ・・

中 中 ¨ 中 中 中 中
… …

●●
… … ・・・・

中 中 中 ●●
… … … … … … … … … … … … … … … …・ ・

中 ¨ 中 ●●●●中 ―
… … … … … ・ 18

3穆佐地区 …………………………………………………………………………………………………………。18

a八児遺跡・……………………………………………………………………………………………………… 18

4内山地区・…………………………………………………………………………………………………………21

a田 中遺跡 ………………………………………………………………………………………………………Ⅲ21

b朝羽田遺跡 ……………………………………………………………………………………………………Ⅲ22

c高岡麓遺跡 ……………………………………………………………………………………………………Ⅲ23

5浦之名地区 ………………………………………………………………………………………………………Ⅲ28

a水流口遺跡 ……………………………………………………………………………………………………Ⅲ29

b久木野遺跡 ……………………………………………………………………………………………………Ⅲ29

c茶屋原遺跡 ……………………………………………………………………………………………………。30

Ⅲ 調  査 ・・………………………………………………………Ⅲ…………Ⅲ…………・…………………………31

1榎原遺跡 …………………………………………………………………………………………………………・33

a遺跡の環境 ……………………………………………………………………………………………………,33

b調査経緯 …………Ⅲ……Ⅲ………………………Ⅲ………………………Ⅲ…………………・………………・・33

c調査経過 ・…………………………………………………………………………………………Ⅲ…………。34

d調査概要 ・………………………………………………………………………………………………………34

eま とめ ―・・・・・・・・・・・・…・・・・…… …・・・・… …・・・・… …・・・・… …・・・・… …・・・・… ……・・・・……… …… … 37

挿図目次

第 1図 高岡町遺跡分布図 ……………………………………………………………………………………。11～ 12

第 2図 荒平第 2遺跡調査位置図・………………………………………………………………………………… 17

第 3図 荒平第 2遺跡基本柱状図 …………………………………………………………………………………。18

第 4図 小畑遺跡位置図・…………………………………………………………………………………………… 18

第 5図 小畑遺跡調査地周辺地形図 ………………………………………………………………………………。19

第 6図 八児遺跡位置図・…………………………………………………………………………………………… 19

―-5-



第 7図 八児遺跡第Ⅲ区調査地周辺地形図・………………………………………………………………………

第 8図 田中遺跡調査位置図 ………………………………………………………………………………………・

第 9図 朝羽田遺跡調査位置図 ・……………………………………………………………………………………

第10図 高岡麓遺跡周辺地形図 ・……………………………………………………………………………………

第11図 高岡麓遺跡調査位置図・……………………………………………………………………………………

第12図 高岡麓遺跡第10地点基本柱状図 ・…………………………………………………………………………

第13図 一里山地区遺跡分布図・……………………………………………………………………………………

第14図 水流口遺跡調査地周辺地形図・……………………………………………………………………………

第15図 久木野・茶屋原遺跡調査地周辺地形図 …………………………………………………………………・

第16図 榎原遺跡周辺地形図・………………………………………………………………………………………

第17図 榎原遺跡座標関係図・………………………………………………………………………………………

第18図 礫群構成礫属性グラフ・……………………………………………………………………………………

第19図 礫群構成礫分布図・…………………………………………………………………………………………

第20図 遺物分布図 ・…………………………………………………………………………………………………

第21図 出土遺物実測図 ・……………………………………………………………………………………………

図版目次

図版 1 作業風景 ・……………………………………4 図版19 朝羽田遺跡 …………・……………………

図版 2 向屋敷遺跡 …………………………………・9 図版20 高岡麓全景 ………………………………

図版 3 橋上遺跡 ……………………………………。9 図版21 高岡麓町屋街路 …………………………

図版 4 橋山第 1遺跡B地区 ………………………。9 図版22 高岡麓街路 …………・……………………

図版 5 久木野遺跡第 2区 …………Ⅲ……………10 図版23 内山神社 ……………。……………………

図版 6 久木野遺跡第 1区 ……………………… 10 図版24 安藤家武家門 ……・………………………

図版 7 蕨野遺跡 ―・………………………………10 図版25 龍福寺跡 ・…………………………………

図版 8 穆佐城跡 ―・………………………………10 図版26 高岡麓遺跡第 8地点 ……………………

図版 9 天ケ城跡 ―・………………………………13 図版27 高岡麓遺跡第10地点 …・…………………

図版10 高岡麓遺跡 …………・……………………13 図版28 水流口遺跡 ………………………………

図版11 荒平第 2遺跡 …………………………… 18 図版29 久木野遺跡 ………………………………

図版12 小畑遺跡 …Ⅲ………………………………18 図版30 茶屋原遺跡 ………………………………

図版13 人児遺跡第Ⅲ区遠景 …………………… 19 図版31 榎原遺跡遠景 ………………・……………

図版14 八児遺跡第Ⅲ区確認調査 ……………… 20 図版32 榎原遺跡全景 ……………………………

図版15 八児遺跡第Ⅲ区確認調査 ………・………20 図版33 焼礫分布状況 ………………・……………

図版16 八児遺跡第Ⅲ区作業風景 ……………… 20 図版34 縄文土器(2)出 土状況 ……………………

図版17 人児遺跡第Ⅲ区全景 …………………… 20 図版35 縄文土器(1)……………………Ⅲ…………

図版18 田中遺跡 …Ⅲ………………………………21 図版36 縄文土器(2)…………・……………………

表目次

表 1 1996年度調査一覧表 …………………………………………………………………………………………・

表 2 高岡町内遺跡V報告書登録抄 ………………………………………………………………………………・

20

21

22

24

26

28

28

29

30

33

34

36

36

37

38

22

23

23

23

25

25

25

27

28

29

29

29

33

35

38

38

38

38

14

39

-6-



Iはじめに

上高岡の環境

五自1翻
bl幹

2船 の目的
霊高阿の開発liCいて

お今申度の開発事業におけな対応について





1 高岡の環境

a自 然環境

高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層

が分布 しており、一部玄部岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内ノ八重付近の砂岩頁岩互層中には塩

基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャー トが見られる。

高岡山地西部には、古第三紀の四万十累層群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布 しており、高

岡山地を南北に横切る高岡断層によつて前述の白亜紀の層に接している。

高岡町の中心部付近及び高岡山地北部には、新第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広

い範囲で分布している。本層は四万十累層群を傾斜不整合に覆う海成層で、貝、カニ、ウエ等の化石を含む。

さらに、町中心部付近に及び西部は宮崎層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、

主にシラスからなる姶良噴出物、及び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山

噴出物は急傾斜とその上の広い平坦面や緩斜面から形

成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀

川、浦之名川、内山川、飯田川等の河川流域沿いに分

布 している。

b歴史的環境

70%以上を山林が占める高岡町は、東に位置する宮

崎平野 と西に広大に広がる標高170m以上の台地の間

に位置 し、狭い沖積平野や谷、そして小丘陵に生活の

基盤をおいている。このような山々や丘陵などを含め

た大淀川に起因する地理的条件は、その時々の人々が

活躍するための歴史的要因である中のひとつである。

高岡町の遺跡は、現在知られているだけで140箇所

あり、それらの遺跡のほとんどは、町中央を東流する

大淀川やその支流 (内 山川・浦之名川など)に より形

成された河岸段丘状に位置している。

旧石器時代では、表採資料 として浦之名一里山地区

の剥片尖頭器がある。また、1993年 に調査を実施 した

向屋敷遺跡は、集石遺構と共にナイフ形石器やスクレ

イパーが出土 している。

縄文時代の遺跡は、密度の差こそあれ、河川流域の

月ヽ丘陵には必ずといってよいほど存在 している。特に

早期と後期の遺跡が多 く知られており、早期は、柑橘

栽培による遺構面の撹乱を受けることは少なく、残存

状態も良好である。橋山第 1遺跡・天ケ城跡・宗栄司

遺跡・橋上遺跡・久木野遺跡の 5遺跡で、すでに発掘

調査が実施されている。橋山第 1遺跡は、早期と後期

初頭の遺構遺物が検出された。早期は、幾形式かの集

図版 3 橋上遺跡

●
=、
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図版 4 橋山第 1遣跡 B地区

図版 2 向屋敷遺跡
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石遺構 と、それに伴い、前平・塞ノ神式等の貝殻文系

円筒土器や押型文土器、そして、環状石斧などが出土

している。後期は、阿高系の岩崎式土器が出土してい

る。また、多 くの石錘が出土しており、当時の生活環

境を知 りうることができる。天ケ城跡は、標高120m

の独立 した丘陵に位置し、集石遺構に伴い押型文を中

心とした早期の遺物が出土している。また、九州一円

からの黒曜石やサヌカイト製の製品が出土し、交易広

さを知る手がかりとなる。表採資料からは、山子遺跡

が以前から知られており、浦之名川上流に位置する赤

木遺跡と同様に後期の貝殻条痕文土器が表採される。

弥生時代では、学頭遺跡があげられる。学頭遺跡は

複合遺跡であり、時期は中期後半から終末までが確認

されている。河川に挟まれた舌状の微高地に位置する

生活遺跡である。また、城ケ峰遺跡では、後期の遺物

が出土 している。古墳時代では、東高岡地区と浦之名

一里山地区の丘陵を中心として遺跡が広がつている。

久木野地下式横穴墓地群で3基の調査が行われてお

り、1984年 の調査では鉄斧 と玉類が出土し6世紀前半

とされている。東高岡地区の古墳は未調査であるが、

その中のひとつ高岡古墳周辺で古墳時代中期の壷と鉄

製品 (鉄斧など)が耕作中に発見されている。また、

学頭遺跡では初頭～前期にかけての遺物が出上し弥生

時代から引き続き集落が営まれている。それに隣接し

た人児遺跡でも住居跡が検出されている。

古代は、文献によると高岡周辺は「穆佐郷」と言わ

れていた。古代になると、宗栄司遺跡・蕨野遺跡 。二

反田遺跡があり前者 2遺跡で調査が行われている。蕨

野遺跡では、 9C後半の土師器生産に伴う焼成上坑

(窯)が検出されている。

中世では、12世紀に「島津庄穆佐院」といわれ、南

北朝期を経て、島津氏と伊東氏の興亡の歴史の中に入

っていく。この時代の代表的なものは山城である。南

北朝期は、穆佐城が日向の中心となり足利氏の九州に

おける勢力拡大の拠点となった。それ以後、小規模な

山城が点在 したと考えられ、現在10箇所以上 (文献等

では18箇所)を確認 している。穆佐城は、三股院高

城 。新納院高城とともに日向三高城と称されていると

図版5 久木野遺跡第 2区

図版 6 久木野遺跡第 1区

図版7 蕨野遣跡

図版 8 穆佐城跡
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ころである。縄張 り調の成果として、南九州特有の特

徴をもつとともに、機能分化をもたせた山城として評

価 されている。その後、穆佐城は、島津久豊 (8

代)・ 忠国 (9代 )の居城、伊東氏48城のひとつとな

るなど両氏の勢力争いの表舞台にあたつた。また、こ

のころには、山城などの城郭遺跡以外でも町全体に数

多 くの遺跡が広がる。

この時期までの中心地が穆佐城周辺だったのに対し

て、近世になると天ヶ城周辺に一変する。薩摩藩は、

天ケ城 (高岡郷)と 穆佐城 (穆佐郷)の裾地に多くの

郷士を居住させた。そして、綾、倉岡とともに関外四

ケ郷として、特に高岡郷はその中心として薩摩藩の東

側の防御の要として発展する。高岡麓遺跡では、計画

的な街路設計がなされ郷士屋敷群と町屋群に分割され

ている。そして、第 1次調査における町屋の調査で素

堀の井戸や土坑等を検出し、大火跡と思われる焼土層

を確認している。また1994年 の県文化課による調査で

は、武家屋敷の一画を調査 し陶磁器類を検出している。

近世の遺跡は、麓を含めて現在の居住地と重なる場合

が多 く、表採遺物や石造の墓標の存在からも参考となる。

2 調査の目的

a高岡の開発について

高岡町は、宮崎市の近郊に位置しているにも関わらず大規模開発というものに縁遠いところである。地理

的条件であるわりには、宮崎市の南北に位置する佐土原町や清武町のようなベットタウン化されることはな

かった。そのような開発の遅れは、法的規制によるところが大きく、それがかえって現況を破壊されること

なく、埋蔵文化財にいたっては残存している遺跡が多い。しかしながら開発が全 くなかったわけではなく、

確実に遺跡は破壊されてきたのである。まず戦後の小規模な圃場整備や1965年 頃始まったパイロット事業、

そして、国道10号線バイパスを始め各種の舗装道路、官公庁の庁舎建設、民間では、小規模な宅地造成や個

人の農地造成、農作物の栽培での蜜柑やごぼうなどの深耕を必要とするもの。また、近世の中心遺跡の場所

に教育委員会施設であるRoC構造の校舎建設がある。

これらの開発は、埋蔵文化財に対する保存の意識はまったくなく、あくまでも生活利益先行の結果である。

これは、文化財保護法を施行させるための体制がなかったためで、宮崎県内でそのような体制づ くりがなさ

れたのがひと昔前と考えれば、市町村レベルにおいての意識の低さは当然であろう。

さて、最近の町内の傾向は、まず、大規模開発は、ゴルフ場や工業団地造成などが計画されたが、民間開

発のほとんどは法的規制や景気の低迷などで計画の見直しを余儀なくされている。小規模開発については、

公共事業を中心に毎年コンスタントに事業が計画されている。町の単独事業は事業費が少額で、地下遺構に

影響を与える内容の事業のほとんどは補助事業である。最近の傾向として農道関連の開発が増加 している。

図版 9 天ケ城跡
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個人住宅に関しては、震災の影響で鉄筋または鉄骨構造のものが増加するものと思われたが、今年度に限っ

ては目立った増加傾向は示していない。しかしながら今後建造物の基礎強化により、地下遺構に影響を与え

る工法が増加するものと思われそれらに対応するためのシステムの確立が緊急の課題であろう。

これらの開発に対 しては、可能な限りの試掘と立ち会い調査で対応し、破壊される遺跡については本調査

を実施 している。しかし、これらも事前に計画が確認できるものについてのみの応対であり開発のすべてで

はない。現在のところ特に小規模な民間開発においては把握するのは困難である。教育委員会で把握できる

ものは、開発申請や建築の確認申請、農地転用許可によるものであり、それ以外の開発は発見時での紺応と

なり工事の中断 。工期の延長を引き起こしている。公共事業においても計画段階で協議を求めてくるのは希

である。発掘調査が事業者側に課せられた義務であることを周知徹底させることと、開発に対する埋蔵文化

財独自のチェック機構を早急に確立させることが必要である。また、仮にこのように開発の把握が可能にな

った場合、今の教育委員会の体制では対応することは困難であり、同時に受け皿の強化を図らなければなら

ず、広域的な調査協力やさらには現体制そのものの改革を必要とする時期がすでにそこまで来ていることに

我々も気付かねtゴ ならない。

b今年度の開発事業における対応について

今年度は公共事業については、町や県における農業関連事業が中心で、諸施設建設については例年程度の

規模であリトレンチ等による確認調査を実施した。民間については、まず、宅地造成など宮崎市近郊である

が故の開発が目立ち始め、周知の遺跡のみ トレンチ法による確認調査を実施した。個人住宅は、横ばい状態

であるが、今年度の対応としては、部分的に発掘調査を実施した。

表 1 1996年度調査一覧表

逗 跡 名 原   因
業
体

事
主

調 査 期 間 成 果 備   考

荒 平 第 2遺 跡 土砂採取 民  間 8/26 焼礫出土

/1ヽ 遺 跡 農道新設 宮崎県
土師皿出土

陶磁器出土

八 児 遺 跡 第 Ⅲ 区 病院建設 個  人 8/7・ 11/5～ 12/14 溝・pit。 住居址 本調査

高 岡麓遺跡第 8地 点 宅地開発 民  間 pit・ 陶磁器 (本調査 )

高岡麓遺跡第 10地 点 店舗建設 個  人 8/19 陶磁器

朝 羽 田 遺 跡 区画整理 高岡町 10/3～ 10/4 陶磁器 (本調査 )

田 中 退 跡 農道新設 高岡町 7/4

水 流 口 遺 跡 農道新設 宮崎県 7/25～7/26

久 木 野 遺 跡 農道新設 宮崎県 7/26～7/31 焼礫・縄文式上器 (本調査 )

茶 屋 原 遺 跡 農道新設 宮崎県 7/26^ヤ 7/31

原 跡榎 還 農地造成 個  人 5/16～5/24 焼礫・縄文早期土器 本調査

-14-



Ⅱ確認調査

1東高岡地区

a荒平第 2遺跡

2高浜地区

a/1ヽナ田遺跡

3穆佐地区

a八児遺跡

4内山地区

a田中遺跡

b朝羽田遺跡

c高 岡麓遺跡

5浦之名地区

a水流口遺跡

b久木野遺跡

c茶屋原遺跡





1束高岡地区

a荒平第 2遺跡

民間の土取 り業者による遺跡破壊に伴う確認調査である。 8月 に遺跡内で一部土取 り作業がおこなわれて

いるところを発見し、事業者に連絡を取 り作業の停止を求めた。教育委員会では事業者との間で協議をおこ

ない 8月 26日 に土取 り予定地において確認調査を実施した。遺跡は大淀川の北の河岸段丘上の一角にあり、

四方を谷に囲まれた小丘陵に立地する。付近には県指定の高岡古墳や土師器の焼成土坑が検出された蕨野遺

跡等があり、遺跡がかなり密集しているところである。調査は、 2m× 3mの トレンチを3ヶ 所ほど任意に

設定 し掘削をおこなった。層位は、

表上の下はそのままアカホヤ火山灰

層となり、その下に牛之睡ローム層

が浅 く堆積する。さらに、淡褐色粘

性上、その下に灰掲色砂性土がブロ

ック状に大量に混じる層となる。こ

の付近では淡褐色粘性土が縄文早期

を主体とする包含層として確認され

ることがある。調査の結果、表土か

ら焼礫が確認されたものの、それ以

外は確認されなかつた。 (島田)

第 2図 荒平第 2遺跡調査位置図
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第 3図 荒平第 2遺跡基本柱状図             図版11 荒平第 2遺跡

2高浜地区

a小畑遺跡

調査の原因は農免農道の新設である。宮崎県文化課 と町教育委員会は、事業者である宮崎県中部農林振

興局 と7月 に埋蔵文化財の取 り扱いについて協議をおこなった。予定路線内に小畑遺跡の一部が含まれる

ことから路線内において確認調査を 好を■ゴi:=1.i再

実施
市,こ |と

なった。
厚

跡は大淀
 く 声

川の南岸の低地にあり、遺跡の西側

には楠見城跡、対岸には古代から中

世に比定される宮の下遺跡や山下遺

跡がある。調査は8月 6日 に2m×

3mの トレンチを3ヶ所設定し掘削

した。その結果、土師質皿や陶磁器

類が出土 したが、遺構は確認されな

かった。堆積土は砂性の土壌で、遺

物の包含は大淀川の氾濫を原因とす

るものと思われる。 (島田)

3穆佐地区

a八児遺跡

高岡町教育委員会は、 7月 に入児

遺跡内における診療所の建設に伴い

埋蔵文化財の取 り扱いについて事業

主であ と協議 をおこなっ

た。建設予定地は、199o年 に県道の

拡幅に伴い人児遺跡第 I～ Ⅱ区とし

図版11 荒平第 2遺跡

図版12 小畑遣跡
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て発掘調査が実施されたす ぐ東隣である。そのため、

遺構の密度と残存状況を把握することを目的として確

認調査を実施 した。人児遺跡は大淀川と江川に挟まれ

た微高地上に位置し、北隣の 1段低 くなった平坦地に

宮水流遺跡があり、反対の南側には同じ微高地上位置

する学頭遺跡がある。学頭遺跡も人児遺跡第 1～ Ⅱ区

と同じく県道の拡幅工事に伴う発掘調査において、縄

文後晩期の遺物に伴い勾玉等が出上している。確認調

査は2m× 2mの トレンチを中心に7ケ 所設定し、そ

の結果住居址、溝状遺構やピットが検出された。その

ため再度事業主との間で協議をおこない、調査経費を

診療所部分と共有部分の半分を事業主が負担するとい

うことで、高岡町教育委員会と事業主の間で調査の委

託契約を締結し発掘調査を実施した。本調査では第Ⅲ

区とし、約1,200m2を 調査 し、 6世紀後半から8世紀

にかけての竪穴住居址を12軒 と土坑 4基、中世の溝状

遺構が 1条 と土坑が35基以上、近世の溝状遺構が 2条

検出された。竪穴住居辻からはカマ ドが確認され、そ

の内のひとつは煙道が残つていた。近世の溝状遺構は

2条がほぼ南北方向に平行 しており何らかの区画割 り

楚
初
К
礼

彰

第 5図 小畑遺跡調査地周辺地形図

第 6図 八児遺跡位置図

図版13 八児遺跡第Ⅲ区遠景
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第 7図  八児選跡第Ⅲ区調査地周辺地形図
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図版14 八児遺跡第Ⅲ区確認調査 図版15 八児遺跡第Ⅲ区確認調査

図版16 八児遺跡第Ⅲ区作業風景
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図版17 八児遺跡第Ⅲ区全景



がなされていたのではなかろうかと

思われる。 (島田)

4内山地区

a田中遺跡

高岡町では、田中地区においてふ

るさと農道整備事業における道路の

改良工事を計画した。その予定路線

が田中遺跡の一部にあたることか

ら、高岡町教育委員会は事業担当課

である農地整備課と埋蔵文化財の取

り扱いについての協議 をおこなっ

た。その結果、教育委員会が確認調

査を実施することとなった。この遺

跡の周辺では、最北の向屋敷遺跡に

おいて後期旧石器時代の遺跡が、さ

らに田中遺跡の北側の中原遺跡にお

いて縄文早期の遺跡が発掘調査され

ている。また、東側の内山川を挟ん

だ対岸の丘陵には中世の城館である

棒城がある。調査は7月 4日 におこ

なわれ、予定路線内に lm× 3mの

トレンチを3ヶ 所設定した。大雨の

直後だったため、掘削により水が湧

マけ

（
一一"

図版13 田中遺跡

第 8図 田中遺跡調査位置図
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き出る困難さの中での調査であった

が、遺構や遺物は確認されなかった。

(今城)

b朝羽田遺跡

高岡町では、町中心部の東側の飯

田地区において区画整理を計画して

いる。町教育委員会では、その事業

が朝羽田遺跡や角ノ園遺跡に影響を

与えることから1994年度に事業予定

地内 7ケ 所で確認調査を実施してい

る。今年度からはその工事年度にあ

たり、今年度は朝羽田遺跡から南側

の田畑が工事予定地となったため、

遺跡周辺であることから確認調査を

実施 した。ここは、前回の調査では

実施 していないが、地形的にみると

朝羽田遺跡の広が りも推定されると

ころである。調査は10月 3・ 4日 に

実施 し、 2m× 15mの トレンチを 2

ケ所 と2m× 5mの トレンチを2ヶ

所設定 した。その結果、陶磁器が数

点出土したものの遺構は確認されな

かった。 (島田)

碑 |バ

無

笏

鼠

さ

図版19 朝羽田遺跡
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第 9図 朝羽田遺跡調査位置図
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図版20 高岡麓全景

c高岡麓遺跡

今年度は町教育委員会が 2ヶ 所、

県文化課が 1ケ所の計 3ヶ所実施し

た。町が実施したところを第 8地点

と第10地点とし県文化課が実施した

ところを第 9地点としている。県文

化課が実施した第 9地点は高岡派出

所の建設に伴う確認調査である。

高岡麓の成り立ち

諸大名が戦国大名から近世大名ヘ

と変質していくために、兵農分離政

策によって家臣団を常備軍化 し、中

世以来続 く在地性を払拭 していった

ということは周知のことである。そ

れは、おおよそ家臣団の城下町集住

という形でおこなわれたが、薩摩藩

の場合は外城制度がとられた。「島

津家列朝制度」によれば、外城とは、

「御居城」 としての「内城」に紺 し

て、その他の「外衛之城」はすべて

タト城としている。また、外城は郷と

も呼ばれ、天明 4年 (1784)に は外

城を郷と呼ばせる法令が出されてい

る。このように、他領のように武士

の城下への集住が見られず、外城制

度という特殊な制度がとられた背景

には、島津氏が一時期九州全土を制

圧 していたにもかかわらず、秀吉の

九州征伐以来 2ケ 国半に領土を減少

するにあたって、増えすぎた家臣団

の整理ができなかったことが考えら

れる。薩摩藩の領域には■3の外城

があるが、その外城の中でも高岡郷

は最大級の外城であった。高岡郷の

設置は関ケ原合戦直後の慶長 5年

(1600)で 、「高岡名勝志」によれば、

島津義弘が関外の本城として久津良

名と呼ばれる地に天ケ城を命名 し、

図版21 高岡麓町屋街路

高岡麓街路
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図版23 内山神社

外城として取 り立てたのがはじまり

としている。設置にあたつては、伊

集院の99戸 をはじめとして領内各地

から516戸の郷士が移住 した。関外

の郷ということと、佐土原へ と通 じ

る重要な街道筋に存在するというこ

とから、100石 を超えるような禄高

の高い郷士が多 く集められている

(「高岡町史」によれば100石以上の

郷士が27軒存在する。)。 通常ひとつ

の外城の中は、行政府である地頭仮

屋、郷士の集落である麓、農民集落

の在、漁民集落の浦、商人集落の野

町に区分されている。地頭は通常鹿

児島の城下士が任ぜられる。外城創

設当初の地頭は、任地において政務

を指揮 していたが、時代が下るにつ

れて次第に任地に赴かなくなった。

そこで、日常的には郷士年寄・組

頭・横目という「所三役」と呼ばれ

る役人が置かれ、ほかの郷士役人を

指図して郷の自治を取 り仕切ってい

た。この「所三役」になる郷士の家

格は近世を通じて決まっていたよう

で、高岡郷のことはわからないが、

隣の穆佐郷においては数軒の家によ

って占められていたようである。ま

た、郷士の生活においては、藩より

割 り当てられる知行地からの収入が

その主な経済基盤であるが、少禄の

郷士などは、養蚕などの副業によつ

てその生活を支えていた。知行地に

ついても下人や小作人を使って大規

模な農業経営をおこなっていた郷士

はごく一部で、大部分の郷士が手作

経営をおこなっていた。いずれにせ

よ、集住する郷士の規模化ら見れば

高鍋藩城下町に匹敵するような大規

図版24 安藤家武家門

龍福寺跡
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模な麓の中で、禄高と家格による秩序を保ちつつ、ひとつの城下町として近世の間、自治が行われてきたの

である。 (今城 )

(参考文献)

永井哲夫「日向の近世期」(『宮崎県地方史研究紀要」第1号 )

『日本の近世』8村の生活文化

高岡麓の街路と屋敷害より

高岡麓は三方を山で囲まれ、残 りの一方は大淀川に面し、地形的には防御的要素を備えている。面積は約

60ha以上、文字どおり天ヶ城の麓に広がる近世の都市機能を備えた空間である。麓形式における街路設計は

計画的である。街路設計は、天ケ城の大手門と揚手門にそれぞれ通じる街路を3町の幅で平行に設け、それ

らの街路の直行するように街路を設けている。この街路は揚手門に通じる街路を2分割することで直行 し麓

を天ケ城側と大淀川側の二手に分ける。役場の正門前を走る街路がそれであり、西側に龍福寺西側の山頂を、

東側には中山西側の山頂を望む。さらに役場と高岡小学校 (地頭仮屋)の間にその街路に対 して東に末広が

りの状態で街路を設ける。この街路は薩摩街道といわれ、西側に先の街路と同じ龍福寺西側の同じ山頂を、

東は九山住宅団地奥の尾根頂部を望む。これらの 4本の街路を基本としながら、さらに数本の街路を設け大

街区を設定 している。自然地形からの制約の中での最強の防御としての街路設計と考えられるが、十字路が

いたるところでみられ俗に言う袋小路的な街路は全 く見られない。薩摩藩の東の守 りの要、「関タト四ケ郷」

の中心タト城という緊迫感はさほど感じられない。

屋敷割は、地頭仮屋を中心に郷士屋敷が拡がり、天ケ城の大手門から通じる街路沿いと大淀川周辺は町屋

が拡がる。郷士屋敷は地頭仮屋周辺は敷地が広 く離れるほど狭 くなる傾向がある。また、町屋を挟むように

大淀川河岸や飯田川周辺に、さらに高福寺 (現内山神社周辺)山門前にも郷士屋敷が点在 している。町屋は

間国の狭い短冊形をなし、新町、上町、下町と呼ばれているところに集中して存在する。このように郷士屋

敷群と町屋群は意図的に分けられたものと考えられる。 (島 田)

(参考文献)

土田充義「高岡麓の町割と設計手法」

『薩摩藩領内の「麓」計画に関する研究』

高岡町「高岡町史上・下巻」1987年

a高岡麓遺跡第 8地点

調査地 は唐仁原家屋敷地跡であ

る。この周辺は石代 と呼ばれてお り

天ケ城の登城国のひとつである。こ

こに民間の宅地造成が計画されたた

め、町教育委員会は事業主 と埋蔵文

化財 と取 り扱いについて協議をおこ

ない、確認調査 を実施することとな

つた。調査は 5月 9日 に実施 され、

トレンチを 8ヶ 所設定 した。その結

1992塗F

-27-

図版26 高岡麓遺跡第 8地点



第12図  高岡麓遺跡第10地点基本柱状図          図版27 高岡麓遺跡第10地点

果、陶磁器類やピット等が確認された。 (島田)

b高岡麓遺跡第10地点

調査の原因は個人の店舗建設である。町教育委員会は事業主と協議をおこない、開発面積が狭いことから

建物予定地部分を確認調査の対象とし、建物部分全体を掘削した。その結果、 2つ の遺構検出面が確認され

た。まず、表土の下約20cmで確認し溝やピットを確認 した。さらに淡茶褐色砂性上の面で土坑を2基検出

した。何れも浅 く遺物の出上がほとんどないことから時期が特定できない。 (島田)

5浦之名地区

図版27 高岡麓遺跡第10地点

第13図 一里山地区遺跡分布図
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今年度は、一里山周辺において県営の緊急畑地帯総合整備事業に伴う農道の改良工事が計画された。町教

育委員会では県中部農林振興局と協議をおこない、事業が 3遺跡に跨つていることから確認調査を実施する

こととなった。

a水流口遺跡

一里山の台地の南端に位置する同遺跡においては、いたるところで焼礫や古墳時代の遺物が表採される。

今回の調査は、農道幅に伴う確認調査として lm× 2mの トレンチを8ケ所設定しておこななったそのすべ

水流回遺跡

ての トレンチにおいて表土の下に黒褐色土層、アカホ

ヤ火山灰土、淡褐色土層が確認された。しかし、遺構

や遺物は出土しなかった。 (今城)

b久木野遺跡

久木野遺跡は1994年度に農地保全事業による農道新

設に伴う発掘調査が実施され、平成 8年度において調

査報告書が干J行 されている。今回調査をおこなったの

はこの東側と南側の 2ケ所で、農道拡幅に伴う調査で

ある。前者において、 lm× 1.5mの トレンチを7ケ所

図版29 久木野遺跡
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エ

図版30 茶屋原遺跡

第14図 水流口遺跡調査地周辺地形図
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設定し掘削したところ、表土下に一部の トレンチにおいて黒褐色土層が、すべてにおいてアカホヤ火山灰土、

淡褐色土層が確認された。また、アカホヤ火山灰土下の淡褐色土層において、すべての トレンチから、赤 く

変色した焼礫や縄文土器が数点出土 した。

また、後者においても、 2m× 5mの トレンチを2ケ所設定し、調査をおこなった結果、表上下にわずか

なアカホヤ火山灰層と淡褐色土層を確認した。ここでもアカホヤ火山灰土下の淡褐色土層において焼礫と縄

文土器が数点出土した。 (今城)

c茶屋原遺跡

農道新設及び拡幅に伴う確認調査 として、町道の北側 2ケ所と南狽Jlケ所の調査を実施した。町道の北側

2ケ所において 6ケ所の トレンチを、南側において4ケ所のトレンチを設定し調査をおこなった。北側の 3

つの トレンチ、南側の 2つの トレンチにおいてアカホヤ火山灰土が確認されたが、遺物は確認できなかった。

(今城)

第15図 久木野・茶屋原遺跡調査地周辺地形図
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b調査経緯

c調査経過

d調査概要
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凡 例

1 第18図 については下記のとおりである。

重 量

Al～ 50g、 B51～ 100g、 C101～ 200g、 D201～ 300g、 E301～ 400g、  F401～ 500g、 G501～ 750g、

H751～ 1,000g、  11,001～ 2,000g

ブド  化

A全体に強 く赤化 している。  B表 面が赤化 している。  C赤 化が確認できない。

―-32-―



1榎原遺跡

a遺跡の環境

榎原遺跡は、大淀川南岸に広がる河岸段丘上の舌状に延びる台地の基部に位置する。台地は標高55m前後

で北から南に緩やかに下る。付近には縄文後期の鍋山遺跡や山子遺跡、台地を下つたところには近世の香積

寺跡や中世の高浜遺跡等が存在する。大淀川を挟んで対岸の丘陵には縄文早期の橋山第 1遺跡がある。また、

遺跡付近に寺院があつたということであったが場所は特定されていない。

b調査経緯

1995年 10月 、教育委員会の埋蔵文

化財のパ トロール中に農地造成の現

場を発見 した。現場は周知の遺跡で

はなかったものの、榎原遺跡や下原

遺跡に隣接 していることから、教育

委員会は現場担当者や地主に姑して

事情聴取を行った。それによると農

地を造成 してビユールハウスを建て

る計画で、約5,000m2に も及ぶもの

であつた。すでに1,000m2程 は削平

されていたが、残地の一部が榎原遺

跡に含まれることから、同年10月 2

5日 から30日 にかけて確認調査を実

`＼

≪

淵

図版31 榎原遺跡遠景
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施した。その結果一番北側に設定したトレンチから縄文早期の上器片と焼礫が出土 した。それを受けて教育

委員会は再度事業主である地主と協議を行い、遺跡が影響を受ける65m2に おいては発掘調査を実施するこ

ととなった。

c調査経過

調査は、1996年 5月 16日 から24日 にかけて実施した。表土剥ぎは事業主側から重機の提供があり、アカホ

ヤ火山灰まで掘削し、縄文早期包含層とされる褐色土から作業員による掘削に切 り替えた。集石遺構等は確

認されなかったため、全景写真撮影後に焼礫と遺物の分布図と壁面土層図を作成し調査を終了した。

d調査概要

〈層位〉

確認調査時の結果も踏まえた榎原遺跡の層位は、耕作上下は以前小規模な造成がおこなわれた為かアカホ

ヤ層が露呈する。その下に青灰色の牛之睡ローム層が堆積するが調査区内では確認されていない。その下は

X=117.260 X=117.265

Y=29975

第17図 榎原遺跡座標関係図

X=117.270

Y=29970
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黒褐色土が浅く堆積 し、その下に今回の調査で包含層として認識された褐色土粘性土がある。さらに下は黒

色硬質ブロックが多数混入した淡褐色土となるが遺物は全 く出土 しない。

(遺構〉

礫群

焼礫が掲色土内で北側を中心に480イ固体以上が分布している。集中して分布するところが 2箇所ほどある

が礫の堆積が密に集積 しておらず集石遺構として認識するまでは至っていない。ただ集石遺構の残骸として

否定するものではない。

礫群の構成礫は、接合作業後で全個体数451個 体、重量にして33,73そで、すべて砂岩質である。重量別内

訳は、50以下が64.3%(290イ固体)で一番多 く、200g以 内で90%以上を占める。最大重量は1,095gで ある。

礫の赤化状況は、表面のみの赤化 (B)が32,995g(97.8%)で 残 りは赤化が確認できないものであった。ま

た強く赤化したものはなかった。

(遺物〉

土器 (1,2)

縄文土器は褐色土層内から平棒・塞ノ神系の土器が27点 出土した。

1 波状口縁をなし大きく開く。口唇部は斜位の刻目を施し、外面は口縁端に連続刺突文を入れその下に

3本単位の凹線を頂部を中心に幾何学文様を描 く。内面はナデ調整である。胎土は黒色粒と透明粒を含

む。色調は外面がにぶい橙色 (Hue7.5YR6/4)、 内面は、にぶい黄橙色 (Hue10YR7/3)で ある。

2 頚部から胴部にかけてのものである。外面は頚部に連続刺突文を施し、頚部から胴部にかけて撚糸文

を縦方向に無文帯と交互に施文する。内面はナデ調整である。器形は頚部から大きく外反し胴部は張ら

ない。胎土は、黒色光沢粒 と乳白色粒を多く含む。色調は、外面がにぶい橙色 (Huc7.nR7/4)、 内面

は、にぶい黄橙色 (Hue10YR6/3)で ある。

■|'1●

麟

図版32 榎原遺跡全景
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GO.4%(2)
F l.6% (7)

E20%(9)
D3.1%(14)

H O,9%(4)
10.2%(1)

第18図 礫群構成礫属性グラフ

第19図 礫群構成礫分布図
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1表■ 2アカホヤ火山炭 (黄橙色土)

3黒色±  4褐色土

o                5m



石器 (3～ 5)

石器は褐色土内から4点出土 した。

3 赤色頁岩製の石鏃である。器長1。6cm、 最大器厚3.4mm、 重量0.4gを はかる。かなり丁寧な刃部調整

である。

4 姫島産黒曜石を使用 した石鏃である。右側基部が欠損 している。器長1.9cm以上、器厚3.8mm、 重量

0,7gを 1よ かる。

5 砂岩製の敲石である。器長11,4cm、 器幅7.lcm、 器厚5。6cm、 重量gを はかる。上下に敲打痕がみられ

る。

eま とめ

今回の調査は、調査面積が狭いもののこの台地上では初めての本調査である。遺物では、「格ノ原式」が

出土しており、他の土器片も同一個体かそれと同型式の遺物と思われる。石器は石鏃と敲石で、石鏃は姫島

. .  . 
・

"・
| ●Ⅲ

0                 5m

第20図 遺物分布図
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L=57.2m
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0              10cm

第21図 出土遺物実測図

図版34 縄文土器(2)出土状況

韓 攀

図版33 焼礫分布状況

図版36 縄文土諷 2)
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図版35 縄文土器(1)



産と遺跡周辺で採取できるとされる赤色頁岩が使用されている。姫島産黒曜石は、対岸の橋山第 1遺跡や

町西部に位置する久木野遺跡第 1区で確認されている。これについては、共伴する遺物との対比 も含めて

今後検討 していかねばならない。
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代

主
時

な
構

主
遺

な
物

主
遺 特記事項

荒平第 2遺跡
高岡町大字花
テと4118タト 高岡町 20n12 土砂採取 散布地 縄  文

小 畑 遺 跡
高岡町大字高
浜180粋 1

高岡町 20■ 1? 農道新設 散布地 中近世 陶磁器

八 児 遺 跡

第 皿 区

高岡町大字下
倉永398‐ 1

131°

20′

45″

高岡町 121111mを 病院建設 散布地
古墳
～近世

址
状
構

居住
溝
遺

土師器

筈4詢

フ
藩遺跡
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高岡町大字内
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３‐

１７

酪

高岡町 160m2 宅地開発 散布地 近  世 柱 穴 陶磁器

智4諭

フ
整遺跡

第 10地 点

高岡町大字飯
日ヨ396-1 高岡町 100m2 店舗建設 散布地 近 世

朝 羽 田遺 跡
高岡町大字飯
田910

31°

57′

38″

高岡町 60m2 区画整理 散布地 近  世 陶磁器

由竿遺跡
高岡町大字五
IIJ1801-1 高岡町 10m2 農道新設 散布地 近 世

泉'χ 凸遺跡
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縄文
～古墳

久木 野 遺 跡
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之名495}l

131°

12′
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高岡町 30m2 農道新設 散布地 縄 文 焼 礫

絡 渡遺跡
高岡町大字浦
之名504じ20

131°

12′

21″

高岡町 50m2 農道新設 散布地 縄  文

榎 原 遺 跡
高岡町大字高
をミ1173‐ 1

31°

56′

40″

ギ
∬
７

高岡町 65m? 農地造成 散布地 縄  文 礫 群
式
器

文縄
土

―-39-―



高岡町埋蔵文化財調査報告書第13集

高岡町内遺跡V
1997年 3月 飾

折 者  宮 崎 県 高 岡 町 教 育 委 員 会
宮崎県東諸県郡高岡町大学内山2887

〒88022       a998事 82‐1111

F「扁J所 い 宮 崎 南 印 刷

宮 崎 市 大 字 口 吉 350‐ 1

〒880         a o985‐ 51‐2745


